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審   査   の   要   旨 
 
 本論文は化学合成除草剤の一種である2,4-ジクロロフェノキシ酢酸（2,4-D）分解菌及びその分解遺伝子の挙
動について、これまで解析例のない水田土壌を対象として研究を行ったものである。その結果、水田由来の2,
4-D分解菌が世界で初めて分離された。さらにこれらの微生物が大型プラスミドを保有すること見いだし、そ
こにコードされている2,4-D分解遺伝子群、および他の遺伝子についての解析を行った。その結果、これらが
これまでに報告例のない新規の伝達性プラスミドグループに属することが示された。この2,4-D分解プラスミ
ドの産業利用の可能性としては、バイオレメディエーションへの利用と分子生物学的研究におけるベクターと
しての利用が挙げられる。一方、2,4-D分解遺伝子群は構築されてから数十年で世界各地に伝播しており、日
本もその例外ではなかった。すなわち、野外での生残に有利な組換え遺伝子を保有する微生物が放出された場
合、その遺伝子は、短期間に地球上に拡散することが予想され、本研究で見出された大型の伝達性プラスミド
も、遺伝子拡散の担い手になり得ると考えられた。以上のように、本研究は基礎・応用の両面において優れた
研究であるといえ、博士学位論文にふさわしいと結論づけた。 
平成27年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
